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１．はじめに 
 他人のコメントや評価を参考にして、様々な商
品やサービスを購入することは一般的に行われて
いる。また、消費者のコメントや評価が有用な情
報であることは、企業がアンケート調査等を頻繁
に行っていることからも明らかである。近年では
インターネットを利用して評価を収集する試みも
盛んになっている。中でも、口コミ検索サイト[1]
と呼ばれるサービス (例えば  Power to The 
People[2]など)では、ユーザーに商品やサービス
のコメントや評価(口コミ評価)を自由に登録して
もらい、それを別のユーザーが参照することが可
能である。しかし、手間がかかるので、ユーザー
は口コミ評価の中の全ての自由記述文を読むこと
はない。一括して概要を把握できる機能が提供で
きれば、効率的な意見把握が可能となる。 
 本研究では、多商品分野に渡る大量の自由記述
文から、評価に関する表現を抽出して定量化し、
効率的な分析・検索機能を提供する手法を考案す
る。 
 
２．評価表現における＜対象＞と＜評価＞の抽出 
自然言語文から有用な情報や知識を抽出しよう

とする試みが行われている([3]など)。本研究では、
口コミ検索サイトに寄せられた自由記述文から、
ある＜対象＞に関する＜評価＞(一般的な「対象」
「評価」と区別するために以下で用いる)という対
をなす構造を用いて評価表現を抽出する。 
李らは商品の自由記述アンケートから情報を抽

出し、分析を行っている[4]。抽出される情報は単 
語単体であり、商品の特徴や他商品との相対関係 
の視覚化に重点が置かれている。また、立石らは 
インターネット上から人の意見を抽出することを 
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行っている[5]。ある特定の商品に対する意見を収
集・検索するものであり、多商品を対象とする場
合にはそのまま適用できるものではない。 
 評価表現抽出は、図１に示すように３つのステ
ップから構成されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (1)＜評価＞の抽出 
 ある商品に対する自由記述文をもとに＜評価＞
になりうる表現の辞書(人手で事前に作成)と類義
語辞書に基づき、該当する表現を＜評価＞として
抽出する。（類義語辞書の作成には[6]を利用した）。
＜評価＞の抽出例を図２に示す。 
 
 
 
 
 
(2)＜対象＞の抽出 
 自由記述文から「名詞」「助詞」の連接を＜対象
＞として抽出する。ただし、語と助詞の種類によ
り＜対象＞として抽出しない条件を設定した。＜
対象＞の抽出例を図３に示す。 
 
 
 
(3)対構造の抽出 
 (1)(2)により抽出された＜対象＞と＜評価＞を、
同一文中で対応付け、対の構造を抽出する。 

・「名詞」「助詞」の連接 
・抽出条件設定 
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図１ 評価表現抽出の流れ 

図２ ＜評価＞の抽出例 
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図３ ＜対象＞の抽出例 



３．抽出実験 
 ある携帯電話１に対する自由記述から＜評価＞
の辞書を事前に作成した。この辞書を用いて別の
携帯電話２に対する自由記述から＜評価＞を抽出
した結果を表１に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
携帯電話１の＜評価＞の辞書に類義語辞書を組

み合わせることによって、携帯電話２においても
0.7の再現率が得られている。 
 一方、携帯電話１、２のそれぞれの自由記述か
ら＜対象＞を抽出した結果を表２に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
機種に関わらず 0.7 以上の再現率が得られてい

る。＜対象＞＜評価＞構造の抽出例を表３に示す。 
 
 
 
 
 
４．試作システム 
 抽出された＜対象＞＜評価＞構造の有用性を評
価するために、商品検索を行うシステムを試作し
た。ある商品分野の中で、自分が商品に求める特
性を自由記述で入力すると、それに一致すると思
われる商品を一致度順に出力する。試作システム
の構成は図４のようになっている。また、動作画

面の例を図５に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．まとめ 
 本研究では、＜対象＞＜評価＞の構造を利用し
て、自由記述から評価表現を抽出した。＜評価＞
の辞書と品詞情報を用いることにより、＜対象＞
と＜評価＞の抽出は商品の種類に関わらず 0.7 の
再現率がみられた。また、得られる情報を利用し
た商品検索システムを試作した。今後、システム
全体としての有効性を評価する。 
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表１ ＜評価＞の抽出結果 

表２ ＜対象＞の抽出結果 

表３ ＜対象＞＜評価＞構造の抽出例 

使い勝手‐良い 使い勝手はとっても良いので、是非 
お勧めです。 

<対象>‐<評価> 自由記述 

検索結果 検索要求 

評価表現抽出 

評価表現抽出 商品検索 

0.14 0.20 適合率 P 

0.72 0.78 再現率 R 

110 [762] 220 [1120] <対象>[全抽出数] 

152 284 人手による<対象> 

携帯電話２ 携帯電話1  

0.34 0.47 適合率 P2 

0.70 1.00 再現率 R2 

122 [356] 294 [620] <評価>(2)[全抽出数] 

0.35 0.57 適合率 P１ 

0.44 1.00 再現率 R１ 

77 [217] 294 [512] <評価>(1)[全抽出数] 

175 294 <評価>の辞書(人手) 

携帯電話２ 携帯電話１  


